	実施年度

平成２０年度

継続事業
の場合

開始年度

平成－　年度

最終予定年度
平成－　年度

有機農業総合支援対策　（地域有機農業推進事業）　実施計画書

（ご注意）本記載例は、あくまでも参考としてお示しするものであり、記載例の内容を計画の内容とすることによって必ずしも審査に影響するものではありません。
応募者名：○○市有機農業推進協議会
都道府県名：○○県
関係市町村名：○○市、○○町



（別紙様式第３－Ｅ号）
第１　事業計画総括表

　１　事業計画総括表

	都道府県及び関係市町村名
	応募者名
	対象作目等名（作物名）
	受益
	事　業　内　容
	事業量

（回数、人数、面積等）
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	
	戸数
	面積、出荷量、処理量等
	
	
	
	補助金
（国費）
	自己
資金
	その他

	

	○○県

○○市
○○町

	○○市有機農業推進協議会
	水稲
麦、大豆
その他の土地利用型作物（ソバ）、

野菜
	戸
　

○○○戸
	ha,t
　○○ha
○○ha

○○ha

○○ha


	1 　有機農業の参入希望者に対する指導・助言

２　技術の実証

３　有機農業により生産される農産物の流通・販売の促進

４　消費者等に対する普及啓発、有機農業者と消費者の交流活動

５　その他この事業の目的を達成するために必要な取組
	○回（延べ○○人）
○カ所、計○○a（水稲、野菜）
県内○回、県外○回

直売（通年）

ＨＰ開設
市の広報
農業体験、生き物調査（○回）

学校給食（○回）他○○○
（○回）
	千円
○○○
○○○

○○○

○○○


○○○


	千円
○○○
○○○

○○○

○○○

○○○
	千円
○○
○○
○○

○○

○○
	千円

○○　

○○
○○

○○

○○　
	「その他」は、○○市の助成及び受益者負担


	計
	○，○○○
	○，○○○
	○○○
	○○○
	


（注）１　「対象作目等名（作物名）」の欄については、水稲、麦・大豆、飼料作物、その他の土地利用型作物（作物名）、野菜、果樹、茶、その他（作物名）の別に記載してください。

　　　　　　２　「事業内容」の欄については、公募要領第２に掲げる事業の内容を記載してください。

　　　　　　３　「計」の「備考」欄には、仕入れに係る消費税相当額について、これを減額した場合には、「除税額○○○円、うち国費○○○円」を、同税額がない場合には「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記入してください。

　　　　　　４　記載欄については、適宜拡張して必要事項を記載してください。ページ数が増えてもかまいません。（以下同じ）

　（参考）全体計画書

	応募者名
	事業実施期間
	全体計画
	年次計画
	負担区分
	備考


	
	
	事業内容
	事業量
	事業費
	２０年度
	２１年度以降
	補助金

（国庫）
	自　己

資　金
	その他
	

	
	
	
	
	
	事業量
	事業費
	事業量
	事業費
	
	
	
	

	○○市有機農業推進協議会
	平成20年度～
平成24年度
(５年間)
	１　有機農業の参入希望者に対する指導・助言
２　技術の実証

３　有機農業により生産される農産物の流通・販売の促進

４　消費者等に対する普及啓発、有機農業者と消費者の交流活動
５　その他この事業の目的を達成するために必要な取組

	○回（延べ○○○人）
○カ所・○○a

県内○回

県外○回

直売（通年）

ＨＰ開設
市広報

農業体験。生き物調査（○回）、

学校給食（○回）他
○○○
（○回）
	千円
○，○○○
○，○○○

○，○○○

○，○○○

○，○○○

	○回（延べ○○○人）
○カ所・○○a

県内○回

県外○回

直売（通年）

ＨＰ開設
市広報

農業体験。生き物調査（○回）、

学校給食（○回）他

○○○

（○回）
	千円
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

	○回（延べ○○○人）
○カ所・○○a

県内○回

県外○回

直売（通年）

市広報

農業体験。生き物調査（○回）、

学校給食（○回）他

○○○

（○回）
	千円
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

	千円
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

	千円
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

	千円
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

	

	
	
	計
	○○，○○○
	計
	○，○○○
	計
	○○，○○○
	○○，○○○
	○○○
	○○○
	


第２　事業対象地区の状況

　１　地区の立地条件（自然的条件（気象・土壌等）、社会的・経済的条件）

	１　自然的条件（気象・土壌等）
　・　○○市、○○町は、○○県の南部に位置し、中央を○○川が流れ、標高○○ｍ～○○ｍと気温格差の大きい山間農業地域に位置しており、総面積の○割は山林である。気象は、○○○に区分され、年平均気温は、○○．○℃、年間降水量は○○○○ｍｍ、日照時間は少なく、冬季は降雪が多い。
　・　土壌は、水田土壌は○○土壌が、畑土壌は○○土壌が中心であり、○○○の特徴があるため、地力の向上が課題となっている。
２　社会的・経済的条件

　・　○○市、○○町の人口は、○○千人（平成○年、県内の○％）と少なく、企業等の安定した就業先も少ないことから、若者等の流出が進み、高齢化、過疎化が進行していたが、○○○の整備を契機に、地域の自然を活かした観光施設の整備や地元の農業者等による観光農園、直売所の取組が進み、○○○などのメディアで紹介されたこともあって、近年都会からの観光客も訪れるようになり徐々に賑わいを見せている。　


　２　地区の農業の状況

	地区名

（関係市町村、集落等）


	販　売

農家数

（戸）

	農地面積（ha）
	家畜の

飼養頭数

（頭羽数）
	農産物の

販売額

（百万円）
	農作物の作付面積（ｈａ）
	備考


	
	
	水田
	畑
	樹園地
	
	
	水稲
	麦・

大豆
	飼料

作物

	その他土地

利用型作物

（そば等）
	野菜
	果樹
	茶
	その他
	

	○○市（Ｈ○○年）
○○町（Ｈ○○年）
計
	○○○
　○○○

○○○
	○○○
○○○
○○○
	○○○
○○○○○○
	　－

　　○
　　○
	牛○○○

豚○○○
牛○○○

豚○○○
	○○○
○○○
○○○
	○○○
○○○
○○○
	○○
○○
○○
	○○
○○
○○
	○○
○○
○○
	○○
○○
○○
	　　－

　　○
　　○
	－

○
　○
	○○
○○
○○
	

	
	うち有機農業（Ｈ○○年）

○○市

○○町

　　　　計
	○○
　○○
○○
	○○
○○
○○
	○○
○○
○○
	　

　－

　　――
	　　－
　　－
　　－
	○○
○○
○○
	○○
○○
○○
	○○
○○
○○
	　　－

　　－
－

	　○
　○
　　　　○
	　○
　○
　　○
	　　
　　－

　－

　　－
　　
	－

－

　－
	　－
－

－
	①有機ＪＡＳの認証にかかるデータ


　　　（注） 上表において、「有機農業」は、①有機ＪＡＳの認証を受けているもの、②有機ＪＡＳと同等の取組、③特別栽培農産物の表示に係るガイドラインにおいて栽培期間中節減対象となる化学合成農薬・化学肥料不使用に該当する取組とします。「うち有機農業（平成○年度）」の欄には、これら①～③の取組のうち応募者の把握している取組に係るデータを記載するとともに、「備考」欄には、どの取組に係るデータであるかを記載してください。
第３　事業の実施方針

　１　地区の現状と課題

	①地域の環境保全上の課題
　・　地域では、かつて、化学肥料、農薬に依存した農業が展開されていたため、現在、○○川や地下水等への硝酸性窒素の流出や、地域に多く見られた○○、○○などの生き物の数の著しい減少、地域内で発生する家庭からの生ゴミや畜産経営の家畜ふん尿の処理が課題となっており、農業生産に伴う環境への負荷の低減、地域内の未利用有機資源の有効利用が課題。
②地域の農業振興上の課題

　・　地域は、かつて○○の産地であったが、輸入農産物との競合による価格の低迷、国内消費の減退等の影響により年々産地は衰退し、農業者の高齢化、過疎化が進行するとともに、耕作地放棄地が増加。
　・　こうした状況の中で、環境と調和しつつ、安全・安心を求める消費者ニーズに応える農産物を生産することにより、地域農業の再生を図ることを目的として、○○年に地域の農業者有志○○名でグループ○○○の会を結成。有機農業による稲作、野菜作を開始。
· 有機農業の取組は年々拡大しつつあるが、依然として品質・収量を確保する技術（特に○○、○○の技術）の確立が課題。また、ニーズに対して生産が追いつかない状況にあることから、新たな有機農業者の育成・確保が課題。
③地域を活性化する上での課題
　・　地域では、過疎化、高齢化が進行する中で、有機農業を核とした地域振興施策の充実により、定年帰農を含めて新規就農者を確保するとともに、地域の豊かな自然環境を生かした消費者等との交流を通じ、地域のイメージや県内外での認知度の向上を図ることが課題


　　　（注）事業実施対象地区における①地域の環境保全上の課題、②地域の農業振興上の課題、③地域を活性化する上での課題等について具体的に記述してください。

　２　有機農業を核とした地区の農業振興の方針

	①　地域農業の全体を、有機農業をはじめとする環境保全を重視した農業生産に転換。このため、地域内で発生する有機質資源（家庭生ゴミや家畜ふん尿、籾殻等）を良質なたい肥、有機質肥料として利活用するとともに、これらの有機質資材を過剰に投入し環境に負荷を与えることのないよう、土壌診断の結果に基づき施用する取組を農業者に徹底。
②　有機農業者グループ○○○の会を中心に、地域における有機農業の取組の拡大・定着を図る。このため、耕作放棄地を利用して新規就農希望者の受け入れを積極的に行うとともに、地域内の慣行農業者に積極的に働きかけ有機農業への参入を図る。また、水稲の雑草（○○、○○）抑制技術や新規導入品目（○○、○○）の栽培技術を確立するため、実証ほを設置する。この他、販路拡大のため、直売所での販売促進、提携を行う消費者の拡大、○○圏の百貨店やレストランや食品加工業者との取引拡大を目指す。
③　消費者等の有機農業に対する理解と関心を増進させ、有機農業者との交流促進を図る。このため、市広報を活用した普及啓発を行うとともに、地域の児童・生徒やその保護者を対象とした農作業体験、都市住民やマスコミも招待しての田んぼの生き物調査、さらには、学校給食への有機農産物等の供給を推進する。


（注）「有機農業の推進に関する基本的な方針」（平成１９年４月２９日策定・公表）、都道府県の有機農業の推進計画の内容等も踏まえつつ、１の課題に対応させて記述してください。
３　事業の成果目標

	目   標
	具体的な成果目標
	現　状　値

（平成○○年）
	目　標　値

（平成２５年）

	①有機農業を行う農業者の育成・確保
	例１）有機農業を行う農家（販売農家）数
例２）有機農業の研修の受入人数（累計）
例３）有機農業の新規就農者数
	○○戸
○○人（平成○年）
○人／年
	　　　　　○○戸

○○人（平成○年～２５年）
　　　　○人／年以上


	②有機農業により生産される農産物の生産・流通・販売の拡大・定着
	例１）有機栽培の実施面積
　　　水稲、△△、野菜（延べ作付面積）
例２）有機農業による農産物の生産（出荷）量

水稲、△△、野菜
例３）有機農業による農産物の販売額

水稲、△△、野菜

	○○ha

（水稲○、△△○、野菜○）
○○ｔ

（水稲○、△△○、野菜○）

○○百万円

（水稲○、△△○、野菜○）



	○○ha

（水稲○、△△○、野菜○）
○○ｔ

（水稲○、△△○、野菜○）

○○百万円

（水稲○、△△○、野菜○）

	③有機農業に対する消費者等の理解と関心の増進
	例１）有機農業の取組内容を知る住民の割合

例２）有機農業者と提携を行う消費者の人数

例３）田んぼの生き物調査・有機農業体験の参加者数
例４）有機農業による農産物を給食に導入する学校数・給食数
例５）有機農業による農産物等を扱う直売所を訪れる消費者の人数
	　　　　（未調査）
○○○人

○○○人／年
○○校・○○食／年
○○○人／年
	○○％以上
○○○人

○○○人／年
○○校・○○食／年
○○○人／年

	その他
	例1） 協議会の構成市町村数
例2） ○○農産物（○○剤△回のみ使用）の

生産（出荷）量
	１

（○○市）
○○ｔ


	　　　　　　○
（○○市、○○町、・・、○○村）

○○ｔ


（注）１．本表において｢有機農業｣とは、有機ＪＡＳに相当する取組（認証の有無は問いません）のほか、特別栽培農産物の表示に係るガイドラインにおける栽培期間中、化学肥料・化学合成農薬不使用に該当する取組を含むものとします。

２．「目標」には、①「有機農業を行う農業者の育成・確保」、②「有機農業により生産される農産物の生産・流通・販売の拡大・定着」、③「有機農業に対する消費者等の理解と関心の増進」のいずれか１以上を設定するものとします。この場合、複数の目標を設定する場合は、本表の欄を適宜追加して記載してください。
　　　　　　　　また、「その他」の欄には、①～③には該当しないものの応募者が有機農業の振興のために設定する目標（例えば、協議会の構成市町村、農業関係団体等の拡大、有機農業に準ずる栽培基準(地方公共団体や流通・小売業者が独自に設定する基準等)を満たす農産物の生産に係る目標など）がある場合に、その内容を記載してください。
３．「具体的な成果目標」は、２で設定した「目標」について、数値（人数、面積、数量、金額、回数、割合等）での把握が可能な具体的な目標の内容を設定するものとします。

　　　　　この場合、複数の「具体的な成果目標」を設定する場合は、本表の欄を適宜追加して記載してください。

　　　　　　４．「目標値(平成　年)」の欄は、事業実施期間の最終年度の翌年の目標値を記載してください。
４　事業の実施体制

（１）事業実施主体（協議会）の構成
	設立年月日


	構成団体等の名称
	担　当　者
	担当する項目
	備　　考

	
	
	氏　名
	役　職　名
	
	

	平成○年○月○日

設立


	○○○の会
	○○○○
	　代表
	総括責任者、技術指導担当
	

	
	
	○○○○
	　事務局長
	流通・販売促進担当
	普及啓発副担当

	
	ＪＡ○○
	　○○○○
	○○課長
	会計担当
	販売促進副担当

	
	○○市
	○○○○
	　○○支所

○○課長
	普及啓発担当
	会計副担当

	
	
	○○○○
	○○課

○○係長
	監事担当
	

	
	○○市農業委員会
	　○○○○
	　事務局長
	就農支援担当
	

	
	○○普及指導センター
	○○○○
	　○○課長
	実証ほ担当
	就農支援副担当


（注）１．申請時点で協議会が設立されていない場合は、設立年月日欄には設立予定の年月日を記入してください。
　　　　　　２．事業の実施に当たって、協議会は、規約及び会計処理の内規を定める必要があります。これらの規程を定めていない場合は、別紙の作成例を参考に作成し、本計画書に添付してください。なお、申請時点で規約及び会計処理の内規を定めていない場合でも、それぞれの案を提出してください。
　　　　　　３．「担当者」欄には、協議会の活動を直接担当する者の氏名、役職名を記載してください。

　　　　　　４．「担当する項目」欄には、協議会の規約に即し、第４の事業内容と整合がとれた内容を記載してください。なお、「総括責任者」及び「会計担当者」は必ず記載してください。

（２）本事業の推進体制

	

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　助言　 支援　      助言　支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　                協力（参入希望者への指導・助言）


　　　　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報提供　　事業参加の啓蒙　　
　
　　　　　　　　　　　　　　




（注）応募者と市町村、都道府県、農協その他の関係機関・団体等との連携、協力、役割分担等の関係がわかるように記載してください。
第４　事業の内容
　１　有機農業の参入希望者に対する指導・助言
（１）指導・助言
	指導・助言者（案）
	指導・助言内容
	対象者・人数
（予定）
	時期・回数
（予定）
	備　考

	氏　名
	所属・役職
	
	
	
	

	○○　○○
○○　○○

○○　○○

○○　○○
	○○有機農業研究会・理事
○○○の会　代表

○○○の会　有機農業者

○○○会社　○○○　
	有機稲作の技術・知識

有機野菜の技術・知識

同上
土壌診断の技術・知識
	稲作の認定農家・○○人
野菜農家（自家用含む）○○人

参入希望者○○人
	○月～○月・計○回

○月～○月・計○回

○月・１回
	


（２）種苗交換会（技術情報の交換）
	開催時期（予定）
	開催場所（予定）
	参加人数（予定）
	備　考

	○年○月

	　　○○公民館
	○○人程度
	実施地区内の農業者　○○人
実施地区外の農業者　○○人


２　技術の実証

	実証ほ場の設置場所（予定）
	対象作目及び

作物名
	実証の内容
	面積、供試量等
（予定）（a、t/10a）
	管理主体

	対象農家

戸数
	備　　考

	○○集落
△△集落

	水稲（コシヒカリ）
野菜（○○、○○）
	米ぬか抑草、合鴨農法、深水管理、冬期湛水
緑肥○○○利用技術、

ぼかし肥料「○○○」の利用技術、
マルチ資材「○○○」の利用技術、
	30a×○筆　
10a×○筆
	協議会

（農業者に管理を委託）
　　協議会

（農業者に管理を委託）


	　○○戸
○○戸
	


３　有機農業により生産される農産物の流通・販売の促進活動
	実施時期（予定）
	実施場所（予定）
	対象者・人数（予定）
	取　組　内　容
	備　　考

	通年
○月、○月
　○月～
○月、○月、○月

	直売所○○○

　

○○圏の百貨店

ＪＡ○○

○月：○○公園
○月：○○展示場
○月：○○
	県内一円の消費者
○○○人／日
百貨店のバイヤー

○○業者

ネット利用者

○○人／日
ｲﾍﾞﾝﾄ参加者：○○○人
○○業者：○○○人

市内消費者：○○○人
	販促資材（のぼり旗、写真等）の設置、チラシ

の配布、民間コンサルタントによる指導
農産物の成分分析、試供品の提供、商談、パン
フレットの配布、現地視察の対応

ホームページの開設

イベント（○○○フェスティバル）への出店

イベント（△△△見本市）への出展
イベント（◆◆◆祭り）の開催
	国道○○号沿いに位置

昨年は○○○○人が来場

○○業者を対象に開催

有機農業のＰＲを目的


　　（注）「取組内容」の欄には、有機農業により生産される農産物の特徴等をＰＲする取組、実需者や流通・販売業者等との打合せ、試供品の提供、各種イベントの開催又は参加、農産物の成分分析など流通・販売の拡大のための取組内容を記載してください。
４　消費者等に対する普及啓発、有機農業者と消費者の交流活動
	実施時期（予定）
	実施場所（予定）
	対象者・人数(予定)
	取　組　内　容
	備　　考

	○月～○月（○回）

○月、○月、○月
○月、○月
○月～○月（○回)

	－

市内の有機栽培

ほ場

市内の有機栽培水田ほか

市内小中学校

○○校
	一般市民

市内の子供と保護者
○○人

顧客、一般市民、慣行

農業者、教育関係者

マスコミ　他
教員及び児童・生徒
	市の広報誌・ＨＰに有機農業の取組内容や効果、

地域の有機農業者をシリーズで紹介

農作業体験（○○の種蒔き、草取り、収穫）

田んぼの生き物調査

特別給食の食材に有機栽培の農産物を提供

有機農業者を講師とする総合学習の開催
	


　　（注）「取組内容」欄には、シンポジウムの開催、インターネットや広報誌等の活用、食育や地産地消、農業体験学習、都市農村交流等の活動など、有機農業に対する消費者の理解と関心の増進、有機農業と消費者との相互理解の増進に資する内容を記載するものとします。
５　その他この事業の目的を達成するために必要な取組
	実施時期（予定）
	実施場所（予定）
	取組内容
	取組が必要な理由
	備　　考

	○月～○月
(○回)

	市内一円
	現地視察・調査の受入

（資料作成・配布、説明者の配置）
	有機農業振興のモデルとして外部

からの視察・調査には積極的に対応

することが必要
	資料印刷経費相当分のみ

徴収


第５　年間スケジュール

	事　項
	月別実施計画　（予定）
	備　　考


	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	１　指導・助言
①指導・助言
②種苗交換会

２　技術の実証

①水稲
②野菜
３　流通・販売の促進活動

①直売所での販促
②バイヤーへの販促
③ＨＰの開設
④イベント
４　普及啓発、交流活動
①広報誌・ＨＰ
②農作業体験
③生き物調査
④学校給食・総合学習
５　その他必要な取組

視察・調査受入

	
	○

	○
○

播種
○
○
	○

○

草取り
○

	○
	○

準備

○
○

	○

収穫
○
	○

○


	○

○

○

○


	開設

○


	○
○


	
○
○

○

○
	


（注）第４に記載した項目について、それぞれ年間の活動計画が分かるように記載してください。

第６　関連事業の内容

	事業名


	事業実施主体
（予定）
	事業実施
期間
（予定）
	全　体
事業費
	
	事業内容

	対象地域(受益地区）

	対象者
（受益農家等）


	申請事業
との関係


	
	
	
	
	平成２０事業費

(予定)
	年度
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	国費(予定)
	
	
	
	

	強い農業づくり交付金

	ＪＡ○○
	Ｈ○年度
	千円
○○，○○○
	千円
－
	千円
－
	たい肥化施設の整備
	○○市○○地区
	農家○○戸
	たい肥は有機農業に活用

	有機農業施設整備事業
	ＪＡ○○
	Ｈ○年度
	○○，○○○
	―
	―
	技術支援施設、種苗調製施設の整備
	○○市

○○町
	有機農家

○○戸
	研修生の受入、有機農業の種苗供給

	農地・水・環境保全向上対策（営農活動支援）
	○○協議会
	Ｈ○○年度

～

Ｈ○○年度
	○○，○○○
	○○○
	○○○
	活動組織への助成

○○技術の実証
	○○市○○地区
	活動組織の構成農家○○戸
	資材掛かりましを助成

技術指導に活用

	産地づくり交付金
	△△協議会
	Ｈ○○年度

～

Ｈ○○年度
	○○，○○○
	○○○
	○○○
	有機栽培農家への反別助成（奨励金）
	○○市一円
	有機栽培農家

（化学肥料・化学合成農薬不使用、たい肥施用）
	有機農業への参入を誘導

	○○事業

（県単独）


	○○○の会
	Ｈ○年度
	　○○○
	―
	－
	温湯種子消毒装置

の導入
	○○○市

○○地区
	○○○の会構成農家○○戸
	有機農業に必要な技術の導入


　　（注）１．本表は第３の２の「有機農業を核とした地区の農業振興の方針」、同３の「事業の成果目標」の実現に向けて、地域においてこの度申請する地域有機農業推進事業に加え、他に事業を実施、又は実施を予定している場合（例えば、強い農業づくり交付金や農地・水・環境保全向上対策（営農活動支援）などの国庫補助事業、都道府県や市町村の単独事業、制度資金、民間団体等による助成事業など）に記載してください。

２．「申請事業との関係」の欄には、本表に記載の関連事業とこの度申請する地域有機農業推進事業との事業内容の仕分けの考え方、双方の事業の効果的な連携の考え方について簡潔に記載してください。

第７　次年度以降の本事業の実施予定

	実施年度
	主な取組内容（予定）
	目指す成果

	平成２１年度


	前年度の実施状況を踏まえ、取組内容を重点化

	○第３の３の事業成果目標に掲げた指標について、前年度の実績を上回ること

	平成２２年度～
平成２３年度
	同上


	○第３の３の事業成果目標に掲げた指標について、前年度の実績を上回ること

○地域の立地条件に即した技術（水稲：○○技術、野菜：○○技術）を確立し、有機農家○○戸に導入

	平成２４年度
	同上
	第３の３の事業の成果目標の達成


　　（注）１．本表は、平成２１年度以降、継続して本事業の提案を行うことを予定している場合に記載してください。

　　　　　２．目指す成果の欄には、第３の３の事業の成果目標の内容を踏まえつつ、年度ごとに本事業を通じて実現を目指す成果について具体的に記載してください。


第８　添付資料

１　事業対象地区の位置図

２　都道府県作成の有機農業推進計画の写し（作成されている場合のみ）

３　受益地域内の市町村等が作成した有機農業の振興に関する計画又はその案の写し（作成されている場合のみ）

４　協議会規約又はその案の写し、協議会会計処理内規又はその案の写し
５　過去の農林水産省等の国庫補助事業の取組実績に関する資料（協議会を構成する団体が実施したものを含む。様式任意）
６　本実施計画書の記述内容を補完する資料、関係資料（様式任意、提出可能なもので可）
事業の受益に係る有機農業者等が居所を有する市町村名をすべて記載して下さい。





申請時に協議会を設立していない場合は、別記様式第１号に記載した申請者名を記載してください。





○○市有機農業推進協議会


　○○○の会、○○市○○支所


ＪＡ○○


○○普及指導センター


○○市農業委員会








農水省





ＮＰＯ法人


○○○研究会








○○市教育


委員会





○○大学


○○試験場





○○県


○○市





地域の消費者


グループ





各集落


農事組合長等





○○○（実需者）


○○○（販売業者）


○○○（直売所）





連携（学校給食）





本事業を国費補助金以外に自己資金や他かてらの助成金を充当して実施する場合は、その金額（見込みで下）を記載して下さい。なお、本事業は、国費補助金のみを財源として実施する計画を立てることも可能です。





推進体制の内容は、第３の３の「事業の成果目標」の達成に向けて十分な体制が整っているかどうかを評価する対象になると考えられますので、関係機関・団体等との間で十分な検討を行い、作成するようにして下さい。





全体計画は申請時に予定している内容を記載してください。なお、計画は事業成果等を踏まえ適切に見直すこととしております。また、事業期間中、毎年度公募要領に定める項目をすべて同規模で実施する必要はなく、年度によって特定の項目を重点的に実施することも可能です。





①～③のうちの一つ以上について具体的な成果目標を１つ以上設定して下さい。


なお、目標の数や水準は、審査に当たってモデルとして適当かどうかの判断の対象になると考えられますので、ご留意下さい。





協力（技術実証）





記　載　例





協力（販売促進）





協力（普及啓発）





「第４　事業の内容」に掲げるすべての取組を実施する計画を作成することは必ずしも必要でありません。この場合は、欄外に他事業等で対応する旨を適宜記載してください。





「事業対象地区の位置図」、「協議会の規約」（案で可）の写し、「協議会の会計処理内規」（案で可）の写しは必ず添付してください。





第３の３の「事業の成果目標」の達成に必要な対策が取れているかどうかを評価する対象になると考えられますので、過去に実施した事業を含めて有機農業の推進に資する事業を漏れなく記載して下さい。
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